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決
算
特
別
委
員
会

チェック
　

９
月
会
議
で
平
成
24
年
度

決
算
に
あ
た
り
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
４
日
間
に
渡
り

慎
重
に
審
査
し
た
。

　

当
町
の
財
政
は
、
全
体
と

し
て
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
が
決
算
特
別
委

員
会
の
見
方
で
あ
る
。
そ
れ

は
財
政
力
指
数
、
公
債
費
比

率
に
示
さ
れ
る
抜
群
の
数
値
、

そ
れ
に
よ
る
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
（
39
年
間
）
と
い

う
こ
と
に
示
さ
れ
る
豊
か
な

財
政
力
を
維
持
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
大
き
い
。

　

歳
出
の
主
な
増
加
は
、
風

越
公
園
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

棟
建
設
事
業
、
地
域
交
流
施

設
建
設
事
業
、
中
軽
井
沢
駅

前
広
場
他
整
備
事
業
、
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

整
備
補
助
、
信
濃
追
分
周
辺

道
路
新
設
改
良
工
事
に
伴
う

用
地
購
入
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
な
ど
で
あ
る
。
信
濃

追
分
周
辺
地
区
並
び
に
中
軽

井
沢
駅
周
辺
地
区
の
大
型
整

備
事
業
が
完
了
し
た
。
地
域

の
課
題
を
踏
ま
え
目
標
に
適

合
し
た
成
果
が
確
認
さ
れ
、

地
元
に
お
い
て
事
業
展
開
に

向
け
た
機
運
が
あ
る
。
今
後

は
、
地
元
に
よ
る
有
効
利
用

が
期
待
さ
れ
る
が
、
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
の
活
動
を
期

待
し
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

は
４
７
０
件
の
申
請
が
あ
り
、

目
的
達
成
の
効
果
は
す
ば
ら

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
居
住

年
数
等
の
制
限
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　

軽
井
沢
病
院
の
外
来
患
者

数
は
７
２
、２
３
２
人
で
、

前
年
度
に
比
べ
６
、６
１
６

人
増
え
、
直
近
５
年
間
で
は

最
も
多
い
患
者
数
と
な
っ
た
。

ま
た
、
医
業
収
益
も
前
年
度

に
引
き
続
き
２
年
連
続
の
黒

字
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
最
新
の
検
査
機
器
を
導

入
し
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｃ
Ｔ

の
利
用
者
は
前
年
度
比
で

33
・
49
％
増
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
利

用
者
も
73
・
65
％
の
大
幅
増

と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

内
科
医
、
外
科
医
を
中
心
に

常
勤
医
師
不
足
は
未
だ
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
減

少
に
転
じ
て
い
な
い
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
改
善
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る

中
学
校
建
設
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
の
財
源
確

保
と
健
全
な
財
政
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
付
し
た
。

　

委
員
長　
　

土
屋　
　

浄

　

副
委
員
長　

市
村　
　

守

　

委　

員　
　

川
島
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　

土
屋　

好
生

　
　
　
　
　
　

大
浦　

洋
介

　
　
　
　
　
　

大
林　

義
博

　
　
　
　
　
　

土
屋　

正
治

歳 入
160億
4,594万円

歳 出
147億
1,050万円土木費

51億3,996万円

町税
85億　　　
4,555万円

民生費
28億
1,859万円

総務費
28億7,492万円

衛生費         
 10億
   5,673万円

労働費49万円

教育費
 13億
　  34万円

繰越金
11億2,145万円

使用料及び手数料2億4,654万円

議会費1億4,966万円
消防費
3億1,290万円

商工費5億5,439万円 農林水産業費2億979万円

公債費（借金返済）2億9,273万円

国庫支出金
9億5,246万円 分担金及び負担金1億2,441万円

財産収入
繰入金･寄附金

28億
2,442万円

町債（借金）9億1,900万円

諸収入2億2,119万円

地方譲与税･交付金5億8,372万円

県支出金
5億720万円

一般会計決算内訳

住民目線で
最大の効果を ─
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長
谷
川
代
表
監
査
委
員
と

議
会
選
出
荻
原
議
員
の
２
名

で
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

各
会
計
歳
入
歳
出
、
決
算
書

並
び
に
各
基
金
が
適
切
に
管

理
さ
れ
、
予
算
が
適
正
か
つ

効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る

か
を
、
６
日
間
に
渡
り
審
査

し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

中
軽
井
沢
駅
周
辺
整
備
並

び
に
信
濃
追
分
周
辺
地
区
整

備
の
大
型
整
備
事
業
が
完
了

し
た
。
複
数
年
に
渡
り
進
め

て
き
た
各
種
整
備
事
業
に
お

け
る
総
事
業
費
等
に
つ
い
て
、

町
民
に
説
明
を
し
、
事
業
の

総
括
を
望
む
。

（
風
越
公
園
整
備
事
業
は
継

続
中
で
あ
り
、
平
成
26
年
３

月
末
完
了
予
定
。）

　

低
迷
す
る
景
気
や
雇
用
情

勢
、
ま
た
復
興
財
源
の
確
保

等
の
理
由
に
よ
り
国
庫
支
出

金
、
各
種
交
付
金
と
い
っ
た

依
存
財
源
が
縮
減
さ
れ
て
い

る
。

　

健
全
で
柔
軟
な
財
政
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

地
方
自
治
の
基
本
で
あ
る
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
、
公
正
・
公
平
を
基
本
に

し
活
力
あ
る
豊
か
で
安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

　

収
納
率
は
97・

58
％
で
コ

ン
ビ
ニ
収
納
が
９
億
２
８
７

１
万
円
、
前
年
比
14・

70
％

の
増
で
、
こ
の
制
度
が
着
実

に
浸
透
し
て
い
る
。

　

町
税
を
は
じ
め
使
用
料
負

担
金
等
の
収
納
に
当
た
っ
て

は
、
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る

が
、
平
成
23
年
に
設
立
さ
れ

た
、
滞
納
整
理
機
構
と
も
連

携
し
効
果
的
な
収
納
対
策
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　

基
金
は
財
政
調
整
基
金
他

11
の
基
金
が
あ
る
。

　

総
額
で
１
０
７
億
９
８
３

０
万
円
で
前
年
に
比
べ
15
億

９
９
６
６
万
円
減
少
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
型
事
業
が
続

い
た
の
で
や
む
を
え
な
い
事

情
も
あ
る
。
最
も
確
実
か
つ

有
効
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
、

運
用
は
安
全
を
最
優
先
に
。

歳
入

基
金

歳
出

長谷川  淳一
代表監査委員

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
定
着

0 月 20 日

安
全
を
最
優
先
に

複
数
年
度
に
渡
っ
た
事
業
も
完

了
し
た
。
町
民
に
経
過
説
明
を

コンビニ収納

各会計の決算状況

※歳入・歳出を四捨五入（千円単位）し、差引残額を調整してあります。

24年度
決算審査２４１億円を

─ 最小の経費で 



4第 100 号　平成 25 年 10 月 20 日

決
算
特
別
委
員
会

ズアップ

ところに
れました

　

区
民
の
方
々
も
想
像
し
て
い
た
以
上
に
す
ば

ら
し
い
出
来
上
が
り
で
喜
ん
で
い
ま
す
。
特
に

今
年
の
夏
は
「
風
立
ち
ぬ
」
効
果
で
訪
れ
る
人

も
多
く
、
来
た
人
は
す
ば
ら
し
い
街
並
み
に

な
っ
た
と
口
々
に
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
そ
ん
な

声
を
聞
く
と
誇
ら
し
げ
に
も
思
え
て
き
ま
す
。

　
　

 　
　
（
前
追
分
区
長　

土
屋  
一
男
さ
ん
）

総事業費 17億 4700万円（平成 20年度～ 24年度）

信
濃
追
分
周
辺
地
区
整
備

費 17総事業

総事業費 34億 5600万円（平成 20年度～ 24年度）

中軽井沢駅周辺整
備

　

以
前
よ
り
通
学
路
も
明
る

く
な
り
ま
し
た
が
、
電
柱
２

本
に
１
本
の
設
置
で
は
、
自

転
車
や
歩
行
者
が
見
え
な
い

危
険
箇
所
も
あ
る
の
で
、
増

設
を
望
み
ま
す
。

外灯新設工事費
1688万円

町
営
外
灯
の　
　

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

急速充電器設置工
事

設置工事費 902万円
（内補助金 300万円）
平成24年 11月
～平成25年 9月末

利用者  延べ 900名

充電器本体は
日産自動車㈱より寄贈

　

新
設
さ
れ
た
図
書
館
利
用
者
は
、８
月
末
（
５
ヶ

月
間
）
で
13
万
人
を
超
え
た
と
素
晴
し
い
結
果
で

し
た
。
特
に
夏
季
に
は
別
荘
客
も
多
く
、
そ
れ
だ

け
の
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

中
軽
井
沢
駅
の
利
用
者
も
２
割
増
加
し
て
お

り
、
中
軽
井
沢
町
内
へ
の
回
遊
を
促
進
す
る
た
め

の
施
策
を
考
え
た
い
。

　

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
般
車
進
入
禁
止
は
残
念

で
あ
り
早
急
に
改
善
を
望
み
ま
す
。

（
中
軽
井
沢
区
長　

中
嶋  

忠
利
さ
ん
）

も
う
す
こ
し

が
ん
ば
り　

　

ま
し
ょ
う

　

東
信
地
方
の
公
共
施
設
で
、

急
速
充
電
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
軽
井
沢
町
だ
け

で
は
な
い
か
。
重
宝
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
も
っ
と
、

公
共
施
設
に
設
置
し
て
も
ら

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
す
こ
し

が
ん
ば
り　

　

ま
し
ょ
う

急いで
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決
算
特
別
委
員
会

クローズ

こんなと
使われ

　

近
隣
の
市
町
に
比
べ
、
補
助
額

が
多
く
、
工
事
を
や
ろ
う
か
迷
っ

て
い
る
町
民
に
と
っ
て
、
決
断
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
中
小
業
者
で
も
、
施
工
で
き

る
工
事
規
模
な
の
で
大
変
助
か
っ

て
い
ま
す
。 　
　
（
㈱
サ
ノ
ヤ
マ
）

　

六
本
辻
へ
進
入
が

し
や
す
く
な
り
ま
し

た
が
、
来
軽
者
の
中

に
は
戸
惑
い
逆
走
し

て
い
る
車
を
見
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
カ
ー
を
出

さ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

も
多
く
、
横
断
歩
道

を
渡
る
子
ど
も
達
は

心
配
し
な
が
ら
歩
い

て
い
ま
す
。

住宅リフォーム補助

社会実験委託費
　631万円

も
う
す
こ
し

が
ん
ば
り　

　

ま
し
ょ
う

下水道接続にも使えます
補助金　2億 1135万円

ラウンドアバウト

こ
れ
で
い
い
の
か
交
流
会
？

賛
美
の
一
方
で
、
批
判
の
多
い
交
流
会
で
し
た
。

再
考
を
望
む
声
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

さわやか軽井沢
交流会

交流会経費
327万円

も
う
す
こ
し

が
ん
ば
り　

　

ま
し
ょ
う

CT利用者 33.49%増 MRI 利用者 73.65%増
1672 件→ 2232件 539件→ 936件

病院 最新機器購入 購入費 1億 9635万円
　
　
　
　

ド
ー
ム
が
62
㎝
か
ら
72
㎝
に
大

き
く
な
り
、
検
査
中
の
圧
迫
感
が
軽
減
さ

れ
、
検
査
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

今
ま
で
辛
か
っ
た
大
腸
検
査
が
、
Ｃ
Ｔ
で

検
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
腸
Ｃ
Ｔ
検

査
・
脳
血
管
撮
影
が
で
き
る
Ｃ
Ｔ
は
、
県
内
で
当

院
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｔ

大腸内写真 脳内血管写真
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22平成６年度予算
総額 162億 2,112 万円

第
22
号 

平
成
６
年
４
月
30
日
発
行

35カラー、一般質問掲載

第
35
号 

平
成
９
年
７
月
31
日
発
行

37オリンピック開催関係

第
37
号 

平
成
10
年
１
月
23
日
発
行

第
13
号 

平
成
３
年
７
月
31
日
発
行

第
1
号
平
成

年

月
3
日
発
行

13議員定数４名減の 22名
15平成４年度総予算額

148億 7,000 万円

42ウィスラー市と姉妹提携
43代表・一般質問者氏名記載及び写真の掲載
　議員定数２名減の 20名

第
44
号 
平
成
11
年
10
月
31
日
発
行

42ウィスラ 市と姉妹提携

第
4
号
平
成
1
年
1
月
3
日
発
行

創
刊
号 

昭
和
60
年
７
月
30
日
発
行　
新
年
度
予
算
総
額
67
億
１
３
６
万
円

私
は
、
東
京
の
出
身
で
結
婚
を
機
に
軽
井
沢
に
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
軽
井
沢
町
は
行
政
や
議
会
の
皆

様
の
目
が
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、
行
き
届
く
人
口
規
模
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
の
数
は
多
い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
親
の
し
つ

け
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
気
持
ち
が
感

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。
私
も
85
歳
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

習
い
、
趣
味
の
ク
ラ
ブ
の
決
算
書
や
名
簿
を
エ
ク
セ
ル
で
作
成
し
て
い
ま

す
。
議
会
も
録
画
中
継
を
し
て
お
り
、
い
ま
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
検
討
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
今
後
も
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
、
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

行
田 

冨
美
代 

さ
ん
（
95
歳
）

雄
大
な
浅
間
山
を
背
に
、「
美
し
い
村
」
と
表
現
さ

れ
人
々
が
集
い
交
流
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
町
軽
井
沢
。

文
化
の
か
お
る
活
力
あ
る
町
は
、
住
民
自
ら
が
多
彩
な
芸
術
文
化
事
業

に
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
、
時
代
が
移

り
行
こ
う
と
も
「
文
化
都
市
軽
井
沢
の
顔
」
を
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
に

向
け
て
発
信
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

豊
田 

ま
す
江 

さ
ん

町
も
来
軽
者
も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
大
切
に
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
対
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
病
院
な
ど
公

共
の
場
で
簡
単
な
手
話
を
覚
え
、「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
、
聴
覚
障
が

い
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
し
て
頂
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

手
の
ひ
ら
会
会
長
（
手
話
の
会
）

沢町
だより

号

み
な
さ
ん
と

高
橋　

祐
子 

さ
ん
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85議会中継録画配信
86県内初通年議会試行
　平成 22年度予算

総額 206億 4,187 万円

議会の最高規範
『軽井沢町 議会基本条例』を制定 !!
中学校改築基金
  総額 20 億 5500 万円余りに（補正予算）

新年度予算を可決

矢ヶ崎大橋建設工事に質疑

常任委員会で議論

４人が町政を問う

元気な軽井沢っ子

2p

4p

6p

8p

10p

14p

16p

平成23年 春号（1月～4月会議）

90議会基本条例制定
　表紙デザイン変更（写真を大きく大胆に）
92再生可能エネルギー宣言の町

あ
り
が
と
う
!!

　
　
　
　

１
０
０
号

第
80
号 

平
成
20
年
10
月
20
日
発
行

第
8
号
平
成
2
年
1
月
2
日
発
行

80ユニバーサルデザインのまちづくり推進宣言
81議会報告会開催

70議員定数４名減の 16名
75まちづくり基本条例案修正可決

第
70
号 

平
成
18
年
４
月
20
日
発
行

第
56
号 

平
成
14
年
10
月
31
日
発
行

56県町村議会広報コンクール優秀賞受賞
67一般質問一人１ページへ長野県軽井沢町議会

議会だより No.99

2p

16p

平
成
25
年
４
〜
６
月
会
議

軽井沢町議会
初の女性議長

東地区児童館をたずねて

一般質問に８人（全質問掲載） 4p-11p

12p議案にQ&A

グランフォンド軽井沢（写真提供：軽井沢観光協会）

97地下水保全条例修正可決　99女性議長誕生

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
い
、
広

い
視
点
か
ら
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
集
め
、
そ
れ
を
反

映
し
多
く
の
町
民
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
期
待
し
ま
す
。
身
近
な
町

が
自
治
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
さ
せ
、
若
い
方
が
政
治
の
参
加
の
意
識
を

も
ち
、
そ
の
先
に
は
県
政
や
国
政
へ
の
参
画
意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
良
い
国
の
礎
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

軽井
議会だ

第 90号 
平成 23年４月 20日発行

第 85号
平成 22年１月 20日発行

第 99号 平成 25年７月 20日発行

と
も
に

高
見　

康
昭 

さ
ん
（
51
歳
）

「
お
ら
が
（
私
達
の
）
町
の
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
あ

り
の
ま
ま
の
議
会
の
動
き
を
報
道
し
て
28
年
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
記
念
の

１
０
０
号
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
随
所
に
な
つ
か
し
い
１
コ
マ
が
ち
ら

ば
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
号
に
む
け
、「
議
会
は
必
要
」
と
さ
ら
に
認
識

さ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
作
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

軽
井
沢
町
議
会
議
長     

篠
原　

公
子

だ
れ
が
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
風
に
、
ど
ん
な
こ
と
を

話
し
合
っ
て
町
の
こ
と
を
決
め
て
い
る
の
で
す
か
？

学
校
で
も
政
治
の
勉
強
を
す
る
の
で
、
一
度
町
議
会
を
見
学
し
て
み
た

い
で
す
。

ぼ
く
達
小
学
生
の
声
も
、
町
長
さ
ん
に
届
く
と
い
い
な
。

大
塚　

鵬ほ
う

蓉よ
う 

く
ん
（
11
歳
）
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市 村　 守

一

般

質

問

保護者との懇談会を設け、実情を把握し
検討していく

保健福祉課長

特別支援学校帰りの子どもを
迎えて預かれないか

小
諸
養
護
学
校
へ
通
う

児
童
生
徒
が
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、

保
護
者
が
来
る
ま
で
町
が
迎

え
に
出
て
預
か
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

近
隣
市
町

村
の
実
施
状
況
を
調
査
し
、

支
援
体
制
を
研
究
し
て
き
た

が
、
現
在
の
保
健
福
祉
課
の

体
制
で
は
預
か
れ
る
状
況
で

は
な
い
。
今
後
ニ
ー
ズ
調
査

や
ど
の
よ
う
な
支
援
体
制
が

必
要
か
、
実
情
を
把
握
し
、

さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

昨
年
か
ら
研
究
し
て
き

た
問
題
点
に
対
す
る
対
策
、

対
応
方
法
等
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

研
究
内
容

の
中
で
、
預
か
っ
て
い
る
町

村
で
は
、
タ
イ
ム
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
町
独
自
で
、
１
時
間

１
０
０
円
程
度
の
負
担
で

行
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
な
の
か
見
極
め
た
い
。

支
部
の
会
合
へ
参
加
し
、

懇
談
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

と
思
う
が
、
保
健
福
祉
課
の

参
加
状
況
は
。

昨
年
６
月

が
初
め
て
の
参
加
で
、
今
年

は
過
日
保
護
者
の
方
か
ら
話

が
あ
り
、
11
月
を
め
ど
に
行

う
予
定
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
が
制
度

化
さ
れ
た
。
特
別
支
援
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
に
住
所
地

の
学
校
に
籍
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
副
学
籍
の
制
度
を
導

入
し
、
特
別
支
援
学
校
と
地

元
の
学
校
が
連
携
し
、
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
と
地
域
の

繋
が
り
を
保
つ
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

特
別
支
援
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
に
対
す
る

必
要
な
教
育
的
支
援
を
居
住

地
の
学
校
に
お
い
て
行
う
た

め
の
仕
組
み
と
し
て
、
副
次

的
な
学
籍
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
小
中
学
校
、
県
教

育
委
員
会
と
協
議
し
、
来
年

度
か
ら
実
施
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
　
導
入
す
る
場
合
、
現
在

特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
の
小
中
学
校
で
の

学
年
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

基
本
的
に
は
、

同
学
年
の
学
級
、
普
通
教
室

で
交
流
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

特
別
支
援
学
校
に
通
う

子
ど
も
の
家
庭
へ
、
居
住
地

の
学
校
か
ら
、
行
事
の
開
催

な
ど
学
校
の
様
子
が
わ
か
る

印
刷
物
な
ど
を
配
布
で
き
な

い
か
。

今
後
、
保
護
者

の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
学
校
へ
通
う
児
童
生
徒
の
家
庭
支
援
を

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
し
て
い
る

教
育
次
長

副
学
籍
の
導
入
を

教
育
次
長

問

ただいま。おかえり。

問

問

問問

問

教
育
次
長

教
育
次
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

障がい者と地域の交流
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県
に
改
修
を
働
き
か
け
て
い

く
。

軽
井
沢
駅
北
側
の
し
な

の
鉄
道
所
有
地
に
は
、
赤
さ

び
た
鉄
路
が
何
本
も
あ
る
が
、

町
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

空
間
と
し
て
活
用
す
る
考
え

は
。

土 屋　 浄

高原野菜を守るため
TPP参加に反対の
意思表示できないか

不明瞭な部分が多く、慎重な判断を
町 長

一

般

質

問

①　

憲
法
96
条
を
改
正

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た

改
憲
を
待
た
ず
に
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
が
で
き
る
よ
う

に
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
。

②　

消
費
税
８
％
へ
の
引
き

上
げ
を
10
月
初
め
に
も
決
め

よ
う
と
し
て
い
る
が
。

③　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

医
療
費
窓
口
負
担
を
現
行
１

割
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
な

ど
社
会
保
障
切
り
捨
て
は
。

④　

長
野
県
Ｊ
Ａ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
よ
る
関
税
撤
廃
の
影

響
調
査
で
、
国
内
産
地
間
の

作
目
移
動
に
よ
り
県
内
高
原

野
菜
が
大
打
撃
を
受
け
る
が
。

　

①　

憲
法
改
正
の
議

論
が
や
っ
と
日
の
当
た
る
場

所
で
議
論
で
き
る
時
代
が
来

た
。

②　

消
費
税
引
き
上
げ
に
当

た
っ
て
は
経
済
、
社
会
が
疲

弊
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

た
上
で
判
断
す
べ
き
。

③　

社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
と
い
う
以
上
、
サ
ー
ビ

ス
と
負
担
の
関
係
が
見
え
る

形
に
し
て
欲
し
い
。

④　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
当
町
の
野
菜

生
産
に
影
響
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
不
明
瞭
な
部
分
が

多
く
慎
重
な
判
断
を
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
が
、
Ｊ
Ａ
の

試
算
で
は
砂
糖
が
関
税
ゼ
ロ

に
な
っ
た
場
合
、
テ
ン
サ
イ

を
作
っ
て
い
た
北
海
道
が
野

菜
に
作
目
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
県
下
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
産

出
額
44
億
円
が
42
億
７
０
０

０
万
円
減
っ
て
し
ま
い
、
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
は
全
滅
と
い
う
。

明
確
に
反
対
の
意
思
表
示
は

で
き
な
い
か
。

他
の
産
地

と
は
違
う
差
別
化
し
た
も
の

で
、
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
的
な

価
値
を
上
げ
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。「

か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
が

各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
明

治
43
年
の
旧
軽
井
沢
の
水
害

で
は
、
死
者
４
名
、
別
荘
全

壊
18
戸
、
半
壊
29
戸
、
流
出

19
戸
、
浸
水
家
屋
３
７
０
戸

だ
っ
た
。

こ
の
時
の
雨
量
が
過
去
最

大
で
は
な
い
か
。

そ
の
記
録
は
残

っ
て
い
な
い
。
今
、
危
険
個

所
と
し
て
は
湯
川
の
天
然
護

岸
の
未
改
修
地
域
が
あ
る
。

問

問 問

企
画
課
長

町
長

問
題
の
土
地
は

１
万
７
２
０
０
㎡
で
買
収
に

億
単
位
の
金
が
か
か
る
。
来

年
度
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
画
が

で
き
た
ら
、
こ
の
土
地
の
利

用
法
を
検
討
し
、
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
な
ら
高
価
な

買
い
物
で
は
あ
る
が
、
他
の

事
業
を
先
送
り
し
て
で
も
購

入
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
と

思
う
。

観
光
経
済
課
長

消
防
課
長

有効利用が望まれる

問

水
害
の
記
録
は　
　

軽
井
沢
駅
北
口
の
空
き
地 

活
用
は
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で
あ
る
。

教
員
の
研
修
体
制
、
保

護
者
も
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
は
。

県
人
事
で
異
動

も
あ
る
の
で
、
県
に
研
修
体

制
の
強
化
、
内
容
の
充
実
を

要
望
し
て
い
く
。

何
で
も
相
談
で
き
る
電

話
相
談
先
を
生
徒
手
帳
に
掲

載
は
。

平
成
26
年
度
よ

り
掲
載
。
相
談
先
の
専
門
員
、

匿
名
、
個
人
情
報
厳
守
等
周

知
徹
底
す
る
。

著
作
権
法
緩
和
に
よ
り

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
が
図
書
館

で
、
担
当
の
先
生
、
保
護
者

が
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
が
、

図
書
館
で
の
活
用
は
。

学
校
図
書
館
に

児
童
生
徒
の
パ
ソ
コ
ン
が
設

置
可
能
か
、
教
職
員
含
め
て

検
討
し
、
保
護
者
へ
の
周
知

も
行
う
。
町
立
図
書
館
で
の

活
用
は
、
考
え
て
い
な
い
。

平
成
32
年
ま
で
に
国
は

教
育
環
境
を
Ｉ
Ｔ
化
し
て
い

く
。
支
援
の
必
要
な
児
童
生

徒
に
前
倒
し
で
の
活
用
を
。

利
用
効
果
の
あ

る
児
童
生
徒
の
把
握
か
ら
始

め
る
。
希
望
者
に
は
、
保
護

者
、
学
校
で
の
申
請
が
可
能

川島 さゆり

一

般

質

問

調査研究し効果のある児童、生徒の把握
から始める

教育次長

デイジー教科書の活用を !

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
認

識
は
。

「
教
科
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
」
施
行
を
機
に

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
が
作
成
可

能
に
な
っ
た
。
著
作
権
法
緩

和
も
あ
り
、
発
達
障
が
い
、

学
習
障
が
い
等
で
、
読
み
書

き
の
困
難
な
児
童
生
徒
に
は

効
果
が
あ
る
。（
公
財
）日
本

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
協
会
が
、
開
発
普
及
し
て

い
る
。
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の

利
用
者
は
１
０
０
０
人
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
児
童
生

徒
に
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、

必
要
で
あ
る
が
調
査
は
。

調
査
は
し
て
な

い
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、

対
象
児
童
生
徒
の
把
握
、
効

果
を
調
査
し
て
い
る
。
学
校

職
員
間
で
は
あ
ま
り
認
識
さ

れ
て
い
な
い
。

中
学
校
の
支
援
教
室
に
、

活
用
さ
れ
て
な
い
電
子
黒
板

を
集
め
、
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

と
繋
ぎ
活
用
で
き
な
い
か
。

う
ま
く
活
用
で

き
る
か
、
教
科
書
の
提
供
状

況
も
含
め
調
査
す
る
。

教
育
次
長

問

教
育
次
長

問

問

デイジー図書を見つめる

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

問

問

教
育
次
長

問

教
育
次
長

問

電子黒板を利用した授業

※

※デイジー教科書は、通常の教科書の内容を、パソコンなどを活用して
　音声や文字で同時再生できるようにしたものです。

眠
っ
て
い
る
電
子
黒
板
を

生
徒
手
帳
に
相
談
先
を
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大 浦 洋 介

「直売所」運営検討委員会の研修視察、
質・量において不十分でないか。
議会との合同視察も必要と思うが

不十分と認識している。合同視察については
運営検討委員会にはかって

観光経済課長

一

般

質

問

「
直
売
所
」
の
運
営
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
運

営
検
討
委
員
会
の
視
察
は
一

回
限
り
で
、
質
・
量
に
お
い

て
不
十
分
で
は
な
い
か
。
運

営
構
想
を
共
有
す
る
と
い
う

視
点
か
ら
、
議
会
と
の
合
同

視
察
も
必
要
と
考
え
る
が
。

運
営
検
討

委
員
会
の
視
察
に
つ
い
て
は
、

私
も
不
十
分
と
認
識
し
て
い

る
。
議
会
と
の
合
同
視
察
に

つ
い
て
は
、
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
運
営
検
討
委
員
会
に
は

か
っ
て
参
加
す
る
方
向
で
進

め
て
い
く
。

「
直
売
所
」
の
研
修
視
察
を

年
間
８
０
０
万
人
近
く

も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
の

町
に
は
、
年
間
１
万
２
千
人

も
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
皆
さ

ん
が
訪
れ
て
い
る
計
算
に
な

る
。特

に
観
光
客
の
多
い
旧
軽

井
沢
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
オ

ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ

に
す
べ
き
と
思
う
が
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に
、

旧
軽
井
沢
の
公
衆
ト
イ
レ
に

は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト

イ
レ
を
作
り
た
い
と
計
画
し

て
き
た
。
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
の
ト
イ
レ
を
何
処
に
つ
く

る
か
も
含
め
、
役
場
の
内
部

で
検
討
し
て
い
く
。

新鮮な朝採り野菜

観
光
経
済
課
長

問

旧
軽
井
沢
公
衆
ト
イ
レ

を
使
用
し
た
、
特
に
女
性
の

観
光
客
か
ら
、
寒
す
ぎ
る
、

冷
え
す
ぎ
る
と
い
っ
た
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
寒
い
中
を
来
軽
し

て
く
だ
さ
る
観
光
客
の
た
め

に
も
、
暖
房
機
ぐ
ら
い
は
設

置
し
て
も
い
い
と
思
う
が
。

雲
場
池
と

二
手
橋
の
ト
イ
レ
に
は
、
凍

結
防
止
用
の
暖
房
設
備
を
設

置
し
て
い
る
が
、
町
営
駐
車

場
隣
の
ト
イ
レ
に
は
、
設
置

し
て
い
な
い
。
他
の
水
洗
化

し
て
い
る
ト
イ
レ
同
様
、
順

次
整
備
し
て
い
く
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
を

問

問観
光
経
済
課
長

建
設
課
長

※ 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は

　

病
気
な
ど
に
よ
り
消
化
管
や
尿
管
が
損
な
わ
れ
た
た
め
、

腹
部
な
ど
に
排
泄
の
た
め
の
開
口
部（
ス
ト
ー
マ（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
））
を
造
設
し
た
人 

。

※
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▼
３
年
生
の
英
語
の
授
業
で

は
電
子
黒
板
を
活
用
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
英
語

で
の
説
明
と
画
像
を
授
業
に

取
り
入
れ
、
教
科
書
か
ら
で

は
伝
わ
り
に
く
い
異
文
化
の

学
習
に
生
徒
も
興
味
を
持
っ

て
学
習
し
て
い
た
。

　

委
員
会
審
査

こ
の
条
例
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
願
い
た
い
。

復
興
特
別
所
得
税

が
国
税
で
導
入
さ
れ
た
が
、

寄
付
さ
れ
る
方
の
控
除
額
に

変
動
は
な
い
。（
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
50
年
度
ま
で
）

延
滞
金
の
利
率

が
軽
減
さ
れ
る
が
、
当
町
の

収
入
は
。

　

平
成
24
年
度
決
算

額
で
見
る
と
、
２
０
０
万
円

程
度
減
収
に
な
る
。

９
月
16
日
の
台

風
18
号
で
水
路
が
あ
ふ
れ
た

と
い
う
話
が
あ
る
が
。

台
風
の
た
び
に

発
地
川
、
御
影
用
水
の
借
宿

総
務
常
任
委
員
会

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

自
由
討
議

町
税
条
例
の
一
部
改
正

▼
蔦
屋
書
店
が
経
営
す
る
カ

ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ク
ラ
ブ
が
指
定
管
理
者

と
し
て
、
市
の
図
書
館
の
運

営
委
託
を
受
け
、
平
成
25
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
３
ケ
月
で
利
用

者
は
26
万
人
に
達
し
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
前
の
利
用
者
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
。

　

館
内
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
も
入
店
し
、
蔦
屋
書
店
が

全
教
室
に
電
子
黒
板
配
置

全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

全全オ
ー
プ
ン
か
ら

３
ケ
月
で
26
万
人

オ３

　

武
雄
青
陵
中
学
校

《
徴
収
率
向
上
の
取
り
組
み
》

平
成
19
年

●
未
納
・
未
収
金
対
策
会
議

を
設
置
し
平
戸
市
納
税
推

進
計
画
を
策
定

平
成
20
年

●
平
戸
市
債
権
管
理
条
例
制

定
、
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

実
施
、
徹
底
し
た
調
査
（

預
金
通
帳
）、
職
員
の
捜

査
・
差
し
押
さ
え
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

平
成
20
年
度
滞
納
繰
越
額　

　
　
　

１
億
７
７
０
０
万
円

平
成
23
年
度
滞
納
繰
越
額

　
　
　
　
　

１
７
０
０
万
円

　

お
そ
る
べ
き
数
値
に
市
職

員
の
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

【
視
察
参
加
議
員
】

委
員
長　
　
　

大
林　

義
博

副
委
員
長　
　

市
村　
　

守

委　

員　
　
　

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　
　

土
屋　

好
生

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

敏
明

　
　
　
　
　
　

荻
原　

宗
夫

　
　
　
　
　
　

内
堀　

次
雄

　
　
　
　
　
　

篠
原　

公
子

【
町
同
行
職
員
】　 

財
政
課
長　
　

儘
田　

郁
夫

教
育
次
長　
　

土
屋　

公
一

委
員
会
そ
の
他

か
ら
追
分
方
面
、
離
山
用
水

の
氾
濫
が
あ
る
。
関
係
課
で

協
議
し
、
対
応
し
た
。

道
路
は
、
三
度
山
線
通
行

止
め
、
一
部
崩
落
し
て
い
る

の
を
確
認
し
た
。
交
通
機
関

は
、
し
な
の
鉄
道
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
た
が
、
午
後
２
時

過
ぎ
に
開
通
し
た
。

碓
氷
バ
イ
パ
ス
、
旧
碓
氷

峠
に
つ
い
て
も
、
通
行
止
め

に
な
っ
た
が
、
午
後
４
時
に

バ
イ
パ
ス
は
開
通
し
た
。

荻
原
宗
夫

副
町
長

土
屋
好
生

副
町
長

荻
原
宗
夫

総
務
課
長

行
政
視
察
報
告
【
平
成
25
年
７
月
10
日
㈬
〜
12
日
㈮
】

● 

佐
賀
県
武
雄
市
「
県
立
武
雄
青
陵
中
学
校
」「
武
雄
市
図
書
館
」

● 

長
崎
県
平
戸
市

書
籍
・
雑
誌
の
販
売
を
し
て

い
た
。
蔵
書
は
約
20
万
冊
、

図
書
館
は
年
中
無
休
で
、
９

時
か
ら
21
時
ま
で
開
館
し
て

い
る
。
ま
さ
に
市
民
の
為
の

図
書
館
で
あ
る
。

▼
平
成
18
年
財
政
状
況
の
悪

化
に
伴
い
、「
財
政
危
機
宣

言
」
行
う
。

　

武
雄
市
図
書
館

滞
納
に
対
し
て
徹

底
し
た
取
り
組
み

底

　

長
崎
県
平
戸
市

　

当
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

請
負
契
約
の
締
結
２
件
、
協
定
の
締
結
１
件
、

補
正
予
算
３
件
、
町
道
の
廃
止
・
認
定
２
件
の

計
10
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
の
議

案
も
原
案
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
採
択
し
た
。

子
ど
も
の
権
利

に
つ
い
て
、
条
例
を
と
い
う

話
が
あ
る
が
、
も
う
少
し
掘

り
下
げ
て
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

子
ど
も
の
権
利

を
守
れ
る
よ
う
な
規
範
を
つ

く
る
こ
と
は
賛
成
だ
。

教
育
委
員
会
や

児
童
館
関
係
者
と
の
意
見
交

換
が
必
要
と
考
え
る
。今

後
、

委
員
会
と
し
て
、
子
ど
も
に

関
す
る
権
利
等
を
研
究
し
て

い
く
。

篠
原
公
子

佐
藤
敏
明

内
堀
次
雄
委
員
会
自
由
討
議

■ 

委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
（
質
疑
）
■

大
林
義
博
委
員
長



13 第 100 号　平成 25 年 10 月 20 日

緑豊かな直売所で

▼
品
質
と
価
格
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
１
５
０
名
の
登
録

生
産
者
か
ら
選
抜
さ
れ
た
５

名
と
、
直
売
所
ス
タ
ッ
フ
で

組
織
す
る
「
品
質
価
格
管
理

委
員
会
」
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
。

　

年
間
の
来
場
者
は
１
８
０

万
人
で
、
直
売
所
の
売
り
上

げ
は
10
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　

生
産
者
一
人
当
た
り
の
販

売
額
に
換
算
す
る
と
、
一
ヶ

月
当
た
り
50
〜
60
万
円
が
収

入
と
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
車
１
９
２
台
分
と
大
型
車

９
台
分
の
駐
車
場
は
ほ
ぼ

満
車
で
、
道
路
を
隔
て
た

４
０
０
台
分
の
駐
車
場
も
満

車
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

　

直
売
所
構
想
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
平
成
６
年
で
、
オ

委
員
会
審
査

社
会
常
任
委
員
会

廃
屋
を
ど
う
す
る

委
員
の
構
成

は
子
ど
も
の
関
係
者
だ
け
で

い
い
の
か
。「
各
号
に
掲
げ
る

者
の
ほ
か
町
長
が
必
要
と
認

め
る
者
」
を
付
け
加
え
て
は

ど
う
か
。

組
織
構
成
は
国

の
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
て
作

成
し
た
。

知
識
経
験
者
は

区
長
２
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、

５
〜
６
名
以
内
と
し
て
他
の

人
材
も
入
れ
る
よ
う
に
し
て

も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
制
定

栁
澤
講
次
郎

町
内
に
は
屋
根

が
落
ち
る
な
ど
、
廃
屋
が
点

在
し
て
い
る
が
、
景
観
、
防

犯
上
等
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

町
で
は
、
主
要

道
か
ら
の
景
観
を
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
補
助
金
を
出
し
て
、
景

観
形
成
を
図
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

廃
屋
の
所
有
者
に

対
し
て
現
行
法
制
の
範
囲
内

で
、
町
が
警
告
や
勧
告
を
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

行
政
だ
け
で
や
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
看
板
景
観

同
様
、
委
員
会
の
よ
う
な
も

の
を
設
け
て
や
れ
る
と
思
う

の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

町
営
住
宅
と
厚
生

住
宅
を
分
け
る
必
要
は
あ
る

の
か
。

町
営
住
宅
は
国
の

補
助
金
、
厚
生
住
宅
は
県
の

補
助
金
で
建
て
て
い
る
。
前

者
は
申
し
出
を
受
け
入
居
を

決
め
る
が
、
後
者
は
緊
急
性

の
あ
る
方
が
入
る
住
宅
で
、

性
格
が
ち
が
う
。

厚
生
住
宅
の
一
部
改
正

土
屋
正
治

■ 

委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
（
質
疑
）
■

今
後
は
、
委
員

の
意
見
も
十
分
考
慮
す
る
。

選
出
さ
れ
る
委
員

に
は
、
一
定
の
知
識
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
児

童
憲
章
、
児
童
福
祉
法
ぐ
ら

い
は
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
う
が
。

会
議
の
初
日
に

資
料
を
配
布
し
て
よ
く
読
ん

で
も
ら
う
。

住
民
課
長

住
民
課
長

土
屋
浄

住
民
課
長

副
町
長

土
屋
浄

町
内
の
景
観
形
成
は

土
屋
正
治

企
画
課
長

町
長

土
屋
浄

視
察
報
告
【
平
成
25
年
７
月
22
日
㈪
〜
23
日
㈫
】

● 

栃
木
県
佐
野
市
「
道
の
駅
・
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
」

● 

茨
城
県
茨
城
町
「
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
（
土
喜
瞬
間
）」

ー
プ
ン
ま
で
に
６
年
を
か
け

て
い
る
。

　

周
到
な
準
備
効
果
も
あ
っ

て
、
１
年
後
の
平
成
13
年
に

は
来
場
者
１
０
０
万
人
を
突

破
し
た
と
の
こ
と
。

　

進
行
中
の
町
の
直
売
所
新

設
計
画
も
確
実
に
誘
客
で
き

る
ポ
ケ
ッ
ト
づ
く
り
を
目
指

す
必
要
を
感
じ
た
。

　

ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま

徹
底
し
た

品
質
管
理
で

準
備
期
間

６
年
を
か
け
て

ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き

【
視
察
参
加
議
員
】

委
員
長　
　
　

大
浦　

洋
介

副
委
員
長　
　

土
屋　

春
男

委　

員　
　
　

川
島
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幹
夫

　
　
　
　
　
　

栁
澤
講
次
郎

　
　
　
　
　
　

土
屋　
　

浄

　
　
　
　
　
　

袖
山　

卓
也

　
　
　
　
　
　

土
屋　

正
治

【
町
同
行
職
員
】 

観
光
経
済
課
長　

佐
藤　

久
男

保
健
福
祉
課
長　

土
屋　
　

剛

　

当
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
交
通
事
故
に
係
る
和
解
１
件
、
補
正

予
算
５
件
の
計
８
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い
ず

れ
の
議
案
も
原
案
可
決
し
た
。
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そ
こ
が
聞
き
た
い

農
業
振
興
費
の

中
の
直
売
所
運
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
謝
礼
１
５
０
万
円
は
、

ど
の
よ
う
な
方
を
予
定
し
、

い
つ
か
ら
加
わ
る
の
か
。

茨
城
県
の

「
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き

ど
き
」
を
立
ち
上
げ
た
鎌
田

さ
ん
に
年
間
６
回
の
講
演
を

当
町
の
現
況
に
お

い
て
、
条
例
を
設
置
す
る
必

要
性
が
あ
る
の
か
。

保
育
園
、
幼
稚

園
、
認
可
外
保
育
所
、
そ
の

他
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
学
童
保
育
を
行
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
良
い
連
携
を

持
っ
て
子
育
て
事
業
を
一
体

的
に
行
う
た
め
に
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
し

た
い
と
考
え
る
。子

ど
も
・
子

育
て
会
議
の
構
成
は
。

子
ど
も
の
保
護

者
と
し
て
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
、
幼
稚
園
・
保
育
園
保

護
者
、
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

の
代
表
者
の
４
名
と
し
て
い

る
。
教
育
関
係
者
は
、
教
育

委
員
１
名
と
、
各
小
学
校
長

の
４
名
で
あ
る
。
幼
稚
園
、

保
育
園
関
係
者
は
３
名
で
、

児
童
福
祉
関
係
者
は
、
民
生

委
員
の
２
名
で
あ
る
。
知
識

経
験
者
は
、
区
長
会
か
ら
２

名
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
で
、

合
計
17
名
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
事
業

計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

10
月
上
旬
に
第

１
回
の
会
議
を
開
催
。
11
月

上
旬
に
保
護
者
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
の
調
査
項
目
等
を

審
議
し
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
す

る
。

幼
保
の
一
元
化

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

当
町
の
保
育
園

で
は
、
３
歳
以
上
の
幼
児
教

育
を
す
る
と
い
う
場
合
に
教

員
免
許
を
持
っ
た
職
員
を
充

て
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
保

育
士
の
人
数
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
状
況
で
あ
る
た
め
、

幼
保
の
一
元
化
は
難
し
い
と

考
え
る
。

町
内
の
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
今
後
こ
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

の
中
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら

調
整
し
た
い
。以

前
、
子
ど
も

課
を
検
討
す
る
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
。

教
育
部
局
の
見

直
し
を
行
っ
た
中
で
子
ど
も

土
屋
浄

川
島
さ
ゆ
り

住
民
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
制
定

住
民
課
長

川
島
さ
ゆ
り

住
民
課
長

内
堀
次
雄

住
民
課
長

住
民
課
長

総
務
課
長

内
堀
次
雄

輝く子どもたち

宮
裏
の
厚
生
住

宅
を
取
り
壊
し
て
新
た
に
厚

生
住
宅
を
つ
く
る
の
か
。

取
り
壊
し
を
行

い
、
そ
の
南
側
に
あ
る
町
営

の
中
軽
井
沢
宮
裏
町
営
住
宅

の
補
修
改
修
後
に
厚
生
住
宅

に
変
更
す
る
。　

厚
生
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

荻
原
宗
夫

漏
れ
た
汚
水
は
浄

化
管
理
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

で
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
。

周
辺
地
域
へ
流
れ
で
て
い
な

い
の
か
。

汚
水
が
ど

こ
ま
で
行
っ
た
か
と
い
う
状

況
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

水
分
の
多
い
地
質
な
の
で
、

あ
る
程
度
は
土
の
中
で
薄
め

ら
れ
た
と
考
え
る
。

長
寿
命
化
工
事

と
い
う
の
は
何
年
を
指
し
て

い
る
の
か
。

５
年
間
ぐ

ら
い
の
サ
イ
ク
ル
で
動
い
て

お
り
、
特
に
何
年
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
。

上
下
水
道
課
長

市
村
守

公
共
下
水
道
軽
井
沢
浄

化
管
理
セ
ン
タ
ー
長
寿

命
化
工
事

土
屋
春
男

一
般
会
計
補
正
予
算

予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

工
学
院
大
学
で
建
築
デ
ザ
イ

ン
学
科
の
教
授
で
あ
る
西
森

先
生
も
考
え
て
い
る
。
小
委

員
会
も
含
め
て
12
回
程
度
を

予
定
し
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
６
０
０
０
万
円
の

補
正
だ
が
、
制
度
の
中
に
住

居
要
件
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

工
事
が
終
了
し
て
住
所
を
戻

し
た
人
が
何
人
い
る
か
。
早

急
に
住
居
要
件
を
見
直
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

地
元
の
活

性
化
と
い
う
こ
と
で
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
住
所
だ
け
移

し
て
転
出
し
た
ケ
ー
ス
は
今

ま
で
に
10
件
あ
っ
た
の
で
、

検
討
し
た
い
。風

越
ア
リ
ー
ナ

他
指
定
管
理
料
が
当
初
予
算

の
倍
以
上
の
見
込
み
誤
り
に

な
っ
て
い
る
が
。

電
気
料
等
の
見

直
し
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
電
気

料
等
が
計
上
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
た
、
売
り
上
げ
に

つ
い
て
は
見
積
も
り
が
過
少

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
増
額
で

あ
る
。

内
堀
次
雄

観
光
経
済
課
長

内
堀
次
雄

観
光
経
済
課
長

建
設
課
長

袖
山
卓
也

上
下
水
道
課
長

課
の
設
置
や
教
育
部
門
の
分

離
に
つ
い
て
今
年
度
中
に
結

論
を
出
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に

輝
く
未
来
を
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ニ
ン
グ
機
器
は
30
年
か
ら
40

年
経
過
し
て
お
り
、
有
料
で

使
用
し
て
も
ら
う
に
は
古
す

ぎ
る
の
で
、
最
新
の
機
種
を

導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
初
の
計
画
を

し
た
時
点
で
、
新
し
い
機
器

　

直
売
所
運
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
議
会
や
観

光
協
会
、
農
家
な
ど
を
集
め

た
講
演
な
ど
の
実
施
は
。

　

必
要
に
応

じ
て
派
遣
等
も
し
て
い
く
。

　

要
援
護
者
支

援
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
作
業

委
託
は
、
台
帳
に
名
前
を
載

せ
る
の
か
。

　

平
成
21
年

度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て
、

要
援
護
者
の
把
握
や
支
援
体

制
の
基
盤
整
備
と
い
う
こ
と

で
構
築
し
て
き
た
要
援
護
者

台
帳
で
あ
る
。
支
援
者
と
要

援
護
者
宅
を
地
図
で
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
平

成
26
年
４
月
９
日
に
サ
ポ
ー

ト
が
終
了
し
て
し
ま
う
の
で

前
倒
し
で
行
う
。

　

個
人
情
報
で
あ

る
が
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
の

か
。
支
援
者
の
名
前
も
載
る

の
か
。

　

本
人
ま
た

は
家
族
な
ど
が
了
承
し
た
方

に
つ
い
て
、
運
用
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
る
。
現
在
は
町

と
社
協
、
消
防
で
考
え
て
い

る
が
、
各
区
等
に
つ
い
て
も

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
支
援
者
の
名
前
も
載
せ

た
い
。

　

安
心
生
活
創
造
事
業
補
助

は
今
年
度
で
終
了
す
る
の
か
。

　

今
年
度
で

終
了
す
る
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

連
合
審
査
会

連
合
審

連
合
審

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

社
会
常
任
委
員
会

社
会
常
任
委
員
会佐

藤
敏
明

川
島
さ
ゆ
り

保
健
福
祉
課
長

観
光
経
済
課
長

袖
山
卓
也

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

建
設
課
長

最新の運動機器の導入が待たれる

※　

今
回
の
連
合
審
査
会
は
補
正
予
算
を
２
つ
の
常
任
委
員

　

会
で
審
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

な
お
、討
論
・
採
決
は
付
託
さ
れ
た
委
員
会
で
行
い
ま
す
。

要
援
護
者
に
支
援
体
制
を

　

町
外
保
育
園
運

営
委
託
費
の
大
幅
な
増
の
要

因
は
。　
　
　
　

　

当
初
４
名
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
４
名
増
え
、

う
ち
２
名
が
０
歳
児
で
あ
り

単
価
が
高
い
こ
と
に
よ
る
。

佐
藤
敏
明

住
民
課
長　

鳥
獣
対
策
費
が

３
０
０
万
円
増
と
な
っ
た
が
、

そ
の
内
容
は
。　

捕
獲
、
処

分
頭
数
が
当
初
の
予
定
を
上

回
わ
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
は

埋
設
し
た
も
の
が
多
か
っ
た

が
、
今
年
は
焼
却
を
多
く
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
処
理
費

が
増
加
し
た
。

土
屋
春
男

観
光
経
済
課
長

土
屋
浄

　

３
ト
ン
ダ
ン
プ

・
除
雪
機
他
３
２
８
万
円
減

は
、
当
初
予
算
か
ら
見
る
と

大
幅
な
減
額
で
あ
る
が
理
由

は
。

　

当
初
計
画
の
入

札
で
、
入
札
差
金
の
減
額
で

あ
る
。

　

道
路
路
面
状
況

調
査
委
託
の
増
は
、
調
査
距

離
等
を
増
や
し
た
の
か
。

　

国
の
補
助
を
受

け
て
、
延
長
２
２
０
km
の
町

道
の
調
査
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
今
後
道
路
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
５
年
に
１
回
程

度
の
調
査
を
行
う
。

佐
藤
幹
夫

建
設
課
長

佐
藤
敏
明　

ス
カ
ッ
プ
軽
井

沢
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

備
品
購
入
増
だ
が
、
社
会
体

育
館
の
も
の
は
古
く
て
使
え

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
予

算
を
立
て
る
時
に
調
べ
な
か

っ
た
の
か
。

　

あ
る
程
度
把
握

し
て
い
た
が
、
今
の
ト
レ
ー

佐
藤
敏
明

建
設
課
長

の
導
入
を
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
か
。

　

担
当
レ
ベ
ル
で

話
し
て
き
た
が
、
最
新
の
機

器
を
導
入
す
る
に
は
予
算
不

足
で
あ
っ
た
。

佐
藤
敏
明

建
設
課
長

　

歳
入
の
地
方
特

例
交
付
金
２
８
９
１
万
円
の

減
額
理
由
は
。

　

法
が
改
正
さ
れ
、

児
童
手
当
、
自
動
車
取
得
税

の
減
収
分
が
補
て
ん
さ
れ
な

く
な
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
減

財
政
課
長

荻
原
宗
夫
地
方
特
例
交
付
金

保
育
園
委
託
料

鳥
獣
対
策
費

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
採
用

ダ
ン
プ
購
入

道
路
路
面
調
査

最
新
運
動
機
器
導
入

収
分
の
み
の
交
付
と
な
っ
た

た
め
。
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算　

８
億
７
２
６
６
万
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
額
１
５
２
億
２
０
６
７
万
円

財
政
調
整
基
金
他
積
立　
　
　

２
億
９
２
０
０
万
円

直
売
所
用
地
購
入
増
他　
　
　
　
　

１
２
９
０
万
円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
増　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

　

議
案
の
要
点

国
か
ら
市
町
村
へ
の
義
務
教
育
費
の
負
担
率
を
２
分
の

１
に
戻
し
、
除
外
し
た
教
材
費
、
旅
費
な
ど
の
復
元
を

求
め
る
意
見
書
で
す
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

請
願
・
陳
情
を
採
択
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

人
事
の
同
意

　

議
案
22
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
選
挙
１
件
を

指
名
推
薦
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
１
件
、
発
委
４
件
、
認

定
３
件
を
原
案
通
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
報
告
３
件
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆ 

９
月
定
例
会
議（  　
　
　
　
　

）

９
月
５
日
か
ら
26
日

ま
で
の
22
日
間
で
開
催

◎
西
地
区
排
水
路
整
備
工
事
（
２
工
区
そ
の
２
）　

７
１
９
３
万
円

◎
西
地
区
排
水
路
整
備
工
事
（
２
工
区
そ
の
１
）　

６
５
１
０
万
円

全
長
２
６
０
ｍ
の
水
路
改
修
を
２
つ
の
工
区
に
分
け
て

全
面
改
修
す
る
工
事
で
す
。

◎
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
軽
井
沢
町
公
共
下
水
道
軽

　

井
沢
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
工
事
委
託
に
関
す
る
協

　

定
の
締
結　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
０
０
０
万
円

オ
ー
プ
ン
か
ら
20
年
が
過
ぎ
て
色
々
な
と
こ
ろ
が
傷
み

大
規
模
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
２
年
間
に
渡
り
工

事
し
ま
す
。

議  

案

（
主
な
も
の
）

・・・

劣化が進んでいる

補
正
予
算

（
主
な
も
の
）

・・

・・ ・・

●

◎
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
制
定
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
設
置
す
る
条
例
で
す
。

◎
町
税
条
例
の
一
部
改
正

寄
付
金
税
額
控
除
は
計
算
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
す
。

延
滞
金
の
利
率
が
下
が
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
の
減
税
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員　
　

栁
澤  

俊
彦 

氏　
（
再
任
）

浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
工
事
は
じ
ま
る

・・ （
仮
）観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
改
修
他

工
事
設
計
委
託　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
万
円

軽
井
沢
中
学
校
改
築
基
金
積
立　
　
　
　
　

５
億
円

◎
税
外
収
入
金
督
促
手
数
料
並
び
に
延
滞
金
徴
収
条
例
等
の
一

　

部
改
正延

滞
金
の
利
率
が
下
が
り
ま
す
。

◎
厚
生
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

老
朽
化
し
た
厚
生
住
宅
の
解
体
に
よ
る
改
正
で
す
。

・ ・
平
成
27
年
３
月
末
で
満
了
す
る
免
税
措
置
の
継
続
要
請

で
す
。

▼
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級
推
進
と
、
教
育
予

　

算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

35
人
学
級
推
進
の
た
め
に
、
法
改
正
を
含
む
教
職
員
定

数
改
善
を
図
り
、
教
育
予
算
の
大
幅
増
額
を
求
め
る
意

見
書
で
す
。

▼
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の
堅
持
を
求
め
る

　

意
見
書

● ▼
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
恐
れ
の
あ
る
よ
う
な
道
州
制

の
導
入
に
は
、
議
会
と
し
て
は
反
対
す
る
意
見
書
で
す
。

● ▼
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

●議
会
発
議
に
よ
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た



17 第 100 号　平成 25 年 10 月 20 日

ト
ピ
ッ
ク
ス

多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
開 催 日 時   間 開催場所

10 月 30日 ㈬ 午後７時から９時 中軽井沢区民会館 Ａ班

10月 31日 ㈭ 午後７時から９時 借宿公民館 Ｂ班

11月 1日 ㈮ 午後７時から９時 矢ヶ崎公園管理棟 Ｃ班

※篠原公子議長は、各会場に出席します。

班編成名簿

※議会だより（99・100号）をご持参ください。

10/31㈭ Ｂ班 川島さゆり 佐藤　幹夫 栁澤講次郎 荻原　宗夫 袖山　卓也

11/ 1㈮ Ｃ班 土屋　好生 市村　　守 土屋　春男 大林　義博 内堀　次雄

中軽井沢区民会館 ： 狩野公園
借 宿 公 民 館 ： 公民館駐車場
矢ヶ崎公園管理棟 ： 矢ヶ崎公園駐車場（管理棟北側）

（駐車券を会場にて配布いたします。）

駐車場は
こちらを
ご利用下さい。

開
催

女
性
模
擬
議
会

軽井沢町議場

平成26年2月初旬日程

場 所

10/30㈬ Ａ班 横須賀桃子 佐藤　敏明 大浦　洋介 土屋　　浄 土屋　正治

提案型一般質問内 容
若干名募集人員
※詳しくは、広報かるいざわ11月号に掲載されます。

町・議会主 催
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編
集
後
記　

  部小学校から歩いてわずかな所にある西地区児童館。
ランドセルを背負ったまま、移動ができることが最大の
特徴です。
私が取材に行った日も体験教室が楽しみで、児童館に
早く着きたい一心で、走って来る子も。もちろん、児童
館職員が安全に誘導しています。オープンして２年目で
すが、みんな楽しく思いきっり、遊んでいます。
まず、児童館につくと、教科書を広げて、宿題に取り
かかり、終わらないと遊ばない子にみんな成長していま
す。学習アドバイザーが、納得するまで教えて下さり見
終わると、必ず一言「励ましの言葉」をかけていました。

  地区児童館の放課後子ども教室の特色は、何と言っ
ても、「元気な挨拶！」。敷地内に入ったとたん、子ども達
は、元気いっぱい、気持ちの良い挨拶で迎えてくれます。
保護者の方々も挨拶を大事にして下さっていると評判
です。児童館で目にする「群れて遊ぶ、子ども達の姿」
は正に生きる力と、コミニュケーションの大切さを自然
に学んでいる姿と言えます。

   験教室は月２回、母親クラブや地域の皆さんのお力
をお借りして行っています。小諸市のハローアニマルか
ら、「出前ふれあい教室」や軽井沢森の詩カルタ、ニュー
スポーツなどを行い、ゲートボールやしめ縄づくりでは、
地元の高齢者の方にお願いし、世代間の交流も図ってい
ます。毎回「ドキドキ、わくわく」の体験教室は、子ど
も達に好評なものは何度でも取り入れ、新しい分野も開
拓するなど、工夫をこらしています。
子どもが生きるための原動力、必要な要素が全て詰め
込まれている「遊び」を何よりも大切にし、「おもしろかっ
た。うれしかった。気持ちよかった。」そんな感情を大事
に育んでいるのが、西地区児童館です。 

（取材／9月11日・25日　川島さゆり）

お
か
げ
さ
ま
で
１
０
０
号

　

昭
和
60
年
の
創
刊
号
か
ら
28
年

で
１
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
議
会
だ
よ
り
の
あ
り

方
・
作
成
方
法
を
学
ぶ
場
も
な
く
、

苦
労
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
毎
年
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加
し
、
記
載
内
容
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
受
け
、
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
日
々
研
鑚
を
積
ん
で
お
り
ま

す
。

　

平
成
14
年
に
は
長
野
県
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
に
よ
り
わ
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
す

る
よ
う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
（
荻
原
）

議　

長　
　

篠
原　

公
子

委
員
長　
　

荻
原　

宗
夫

副
委
員
長　
　

土
屋　

好
生

委　

員　
　

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　

 

川
島
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　

 　
　

佐
藤　

敏
明

　
　
　
　

 

大
林　

義
博

　登録人数は、全校児童281名中、199名で、１日の平均利用者数は75名です。コーディネー
ターの佐藤先生を始め、宿題は２人の学習アドバイザーが指導に当たり、遊びはそれぞれ３人の
安全管理員、児童館職員が館内と館庭に分かれて、安全な遊び方の指導や遊び相手にもなり、子
ども達をしっかり見守っています。

西

きまり
を守っ

て
きまり

を

元気にあい
さつ気にあ

を合言葉に!!をたずねて

体験教室（9/11）

「マジックをみよう」

西
科
学
工
作
教
室
（
９
／
25
）

「
ス
ラ
イ
ム
作
り
、

万
華
鏡
作
り
」

体

をををををたたたたたずずずずずずずずずずねねねねねねててて
西地区児童館

出
前
ふ
れ
あ
い
教
室

（
ハ
ロ
ー
ア
ニ
マ
ル
）

児童 102名が参加。児童 102名が参加。

児童 105名が参加。児童 105名が参加。

体

（
ハ
ロ
ー
ア
ニ
マ
ルル
）））
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